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データ取得の進捗

1. まえがき

1.まえがき
データ取得の状況

目標：組み込みセンサ（Arduino）を用いてウェアラブルなデータ
取得の環境を作る
現状：無線通信に少し手間取っている
Wifiモジュール（ESP8266）を用いて Arduinoと PC間で無線通
信を行おうとしていたが，どうにもうまくいかない．通信がうま
くいかずコマンドを送ってもレスポンスが返ってこない．
原因
分からない，給電はうまくいっており回路に間違えはない

対案

Wifiモジュールが上手くいかないのであれば別の物を使う
→ Raspberrypiを用いて無線通信
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2. 実験機器

2.実験機器

1 Arduino × 2

2 Raspberrypy

3 脈波センサ，体温センサ（e-health）

4 GSR（皮膚電気反射）センサ（Grove）

5 温湿度気圧センサ（BME280）

6 照度センサ
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3. データフロー

3．データフロー

前回までの考え

今回
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4. シリアル通信のデモ

シリアル通信のデモ

Arduinoで取得したセンサのデータをシリアル通信を用いて
Raspberrypiに送信する．今回送るのは GSR，照度，温湿度，気
圧の 5つ．
データの受信部である Raspberrypiではデータ受信用のプログラ
ムを pythonを用いて作成した．
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4. シリアル通信のデモ

実際にデモ
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5．問題点

5．問題点

今回は Arduinoと Raspberrypiのシリアル通信によるデータの送
信を行ったが，現状困っているのは Raspberrypiから PCへのデー
タの送信である．
pythonを用いてプログラムを書くのが初めてなので pythonを
しっかり理解する．PC側での処理は以前のWifiモジュールを
使っていた際のプログラムを少し変更すればいい．
Raspberrypiから PCへデータを送ることができれば無線通信の環
境は完成？
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6．むすび

6．むすび

今後の予定としてはまず Raspberrypiの問題を早く片づける．次
にデータの分析を行い 10月の中間発表までには実験で結果を出
して余裕を持って発表の準備をできるようにする．
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